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≪公共事業の効果等について≫ 

 

○資料４－１ 

県営経営体育成基盤整備事業（大授搦・大搦地区）  

【農地整備課】 

○資料４－２ 

森林基盤整備交付金事業（陣の山線） 

【森林整備課】 

○資料４－３ 

県営海岸保全施設整備事業（伊福海岸） 

 【河川砂防課】 
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（様式３）  

公共事業の効果等について 
 
 
 
【事業名、地区名、事業概要】 
 ○ 事業名： 県営経営体育成基盤整備事業 
○ 路線名又は箇所名：大授搦・大搦地区 
○ 事業の概要 

   工  期：平成 18 年度～平成 26年度 
   事 業 費：1,577,509 千円 
  事業内容：用排水路工 L=54,567m 
       揚水機 27 ヶ所 
       暗渠排水工 A=187.4ha  

 
 
 

【公共事業の効果等】 
 ○農地の排水条件の改善に伴う高収益作物の作付面積の増。 
 ○乾田化により大型機械の導入が可能となり、農作業の効率が向上。 
 〇上記により優良農地となったことから、担い手農家への農地集積が促進。 

 
 
 
【事業実施前の状況等】 
    
〇既存の農業用用排施設及び暗渠排水施設の劣化により乾田化が図れず、高収益作物の作付け促進
を阻害していた。 
〇水田の排水機能低下に伴い、降雨後の農作業に支障をきたしている。 
〇上記による長期的な営農への不安から、担い手への農地の集積が進まなかった。 
 
 

【事業実施後の状況や県民の声など】 
〇農地の排水条件が改善し、乾田化が図られたことから、高収益作物の作付面積が増加した。 
〇農地の生産性・作業効率性が向上したことに伴い、担い手農家への農地集積が進んだ。 
 
（農家の声） 
〇用排水路整備により法面崩壊が防止され、水路への泥土堆積が大幅に減少したことにより、維持
管理にかかる労力が減少した。 
〇暗渠排水の整備により乾田化が図られ、生産条件が改善されたことはもとより、高収益作物の作
付面積が増えた。 
〇農地の生産性、作業効率性が向上したため、大規模農家への農地集積が進んだ。 
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（様式３）  

公共事業の効果等について 
 
 
【事業名、地区名、事業概要】 
 ○ 事業名： 森林基盤整備交付金事業（道整備交付金） 
○ 路線名又は箇所名：陣の山線 
○ 事業の概要 

   工  期：平成 10 年度～平成 26年度 
   事 業 費：2,196,276 千円 
  事業内容：林道開設 L=8,519m 
〇計画路線の利用区域面積 325ha のうち、人工林が 215ha（66％）を占めており、当該地域の適
切な森林整備を推進するため、森林管理道（Ｌ＝8,519ｍ）を開設した。 

 

【公共事業の効果等】 
 ○事業開始より令和元年度までの期間、当該林道の利用区域内における間伐等の森林整備実績は
計画 78ha に対し、延べ約 70ha に上る。高性能林業機械を活用した木材生産や、林道沿線をモ
デル的に間伐して展示林として活用する等の取組が行われた。 

 ○適切な森林整備の実施により森林内に下草等が繁茂し、土砂流出防止など、森林の水土保全機
能が増大している。 

〇森林内に日光が差し込み、多様な植物が林床に発生しており、森林の階層構造の発達がみられ
る。 
〇当該林道は、市道 城黒岩線及び林道 三方山線と連絡しており、災害時の迂回路としての機能
を有している。 

 
【事業実施前の状況等】 
  現地は唐津市相知町の北部に位置する伊岐佐地区・黒岩地区・大野地区の集落及び一級河川松
浦川の上流に位置しており、公益的機能の発揮が求められる森林であるが、林内へのアクセスが
困難であったため、森林整備が進まず、荒廃森林の増加が懸念されたことから、林道事業計画に
ついて地元より要望がなされた。 
 
【事業実施後の状況や県民の声など】 
〇高性能林業機械を導入し、伐採・搬出作業を実施した。 
〇車での往来が容易となり森林整備作業等の利便性が大変向上した。 

 
【今後の取組】 
唐津市や林業事業体との連携による更なる森林整備の普及啓発、森林環境譲与税等を活用した
間伐等の実施、森林施業の集約化や森林作業道整備による搬出間伐等の促進等の取組により、森
林所有者への収益還元や森林の有する公益性の維持・増進を図る。 
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（様式３）  

公共事業の効果等について 
 
 
 
【事業名、地区名、事業概要】 
 ○ 事業名： 伊福海岸県営海岸保全施設整備事業 
○ 路線名又は箇所名：伊福海岸 
○ 事業の概要 

   工  期：平成 21 年度～平成 25年度（平成 26 年度完了） 
   事 業 費：442,615 千円 
  事業内容：護岸工、消波工 L=540m 

 
 
 
【公共事業の効果等】 
 
 ○護岸の嵩上げや消波工を設置したことにより、高潮や越波による被害が発生していないことか
ら事業の直接的効果が発現している。 

 ○背後地の国道 207号（第一次緊急輸送道路）の通行規制（全面通行止め）が発生していないこ
とから、地域の社会・経済活動に貢献している。 

 
 
 
【事業実施前の状況等】 
 
 〇台風による高潮並びに波浪で背後地への越波被害が発生し、家屋や道路交通への支障が生じて
いた。 

 〇このため、背後地への高潮、波浪被害を防止し、住民の生命・財産を守るために、平成 21 年
度から海岸事業の高潮対策として既設護岸の嵩上げと消波ブロック設置工事に着手した。 

 
 
 

【事業実施後の状況や県民の声など】 
 
 〇実施後は令和 2年台風 9号の接近により、竜王観測所（白石町）で T.P+3.53ｍの潮位（大潮の
満潮潮位が T.P+2.66ｍ）を観測したが、越波被害や通行規制は発生しておらず、地元から海岸
事業に対して助かっているとの感謝の声が挙がっている。 
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